
▲ アンカー固定のみで、電源やコンプレッサー
　 無しで測定ができる！

室内実験キットで円柱供試体にも 

▲

対応可能！ 

コンプレッサーや電源無しで
測定ができる！
コンプレッサーや電源無しで
測定ができる！
室内実験キットにより
供試体への適用も可能
室内実験キットにより
供試体への適用も可能

短時間（5～10 分）での
透水性評価が可能！

サクションプレートの使用で
完全非破壊測定可能！

電源不要でコンクリート構造物の表層透水率をすばやく測定！

コンクリート透水試験機

GWT

MIN-183-0-01型

測定箇所にアンカーで固定し、満水にした圧力室の蓋をね
じ込むことで水を圧入させ、 圧力を一定に保つためマイク
ロメーターゲージにより微調整を行い、浸透した水量と時
間の関係から透水性を評価する装置です。試験時間は５～
１０分と短く、 圧力作用にコンプレッサーなどは不要です
ので、手軽に現場での透水性評価を行うことができ、コン
クリート構造物の維持管理・安定性評価に役立ちます。
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製品構成

圧　力

マイクロメーター

圧力室

オプション

圧力室（マイクロメーターゲージ内蔵、バルブ付属）

圧力計：0 ～160 kPa、0 ～ 600 kPa

ガスケット：10 ㎜厚さ、15 ㎜厚さ

圧力室固定用プライヤー2 本

アンカーツール
アルミレンチ
シールテープ

蒸留水 3 本

室内試験キット

サクションプレート

0 ～ 600 kPa

23-0.01 ㎜
ピン直径10 ㎜、断面積 78.6 ㎜ 2

内径 62 ㎜
断面積 3018 ㎜ 2（コンクリート表面の試験面積）

真空ポンプ（電源が必要になります。）

コンクリート構造物において雨水等の水分の浸透は、内部にある鉄筋の

腐食、アルカリ骨材反応による異常膨張やひび割れ、凍害、様々な劣化現

象を引き起こします。そのため、コンクリート構造物の維持管理・安定性

評価にはその透水性を把握することが必要となります。

本品は、コンクリート構造物の表層透水率測定に最適な装置です。

測定箇所にアンカーで固定し、満水にした圧力室の蓋をねじ込むことで水を

圧入させ、圧力を一定に保つためマイクロメーターゲージにより微調整を行

い、浸透した水量と時間の関係から、透水性を評価します。測定にかかる時

間は約 5 ～ 10 分と短く、圧入に電源を使いませんので、手軽に現場で透水

性評価を行えます。また、付属の室内実験キットを用いれば円柱供試体の透

水性評価も可能で、サクションプレートと真空ポンプを用いればアンカーに

よる圧力室の固定が不要のため、現場での完全非破壊試験が可能です。

仕 様

概 要

コンクリート構造物や窯業系パネルの透水性を手早く評価

測定原理

特長

電源やコンプレッサーを使わず、現場で手軽に既存コンクリート構
造物や窯業系パネルの透水性を評価できます。また、5 ～10 分と
短い時間で測定が可能です。

①圧力室を水で満たし、②圧力室の蓋をコンクリート表面方向に
ねじ込み、③水を圧入します。④圧力計を確認し、⑤マイクロメー
ターゲージと連動したピストンを、コンクリート表面に圧入された
水量分、圧力室内部に押し込み、圧力を一定に保ちます。⑥マイク
ロメーターゲージの数値と、試験時間により、透水性を評価します。

コンクリート透水試験機GWT MIN-183-0-01型
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室内試験・完全非破壊試験が可能なキットを付属

付属の室内実験キットを使えば、円柱供試体での試験が行えます。
また、サクションプレートと真空ポンプを用いれば、完全非破壊で
測定を行うことができます。


